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（様式1）          研究事業評価調書（平成25年度）     平成25年11月29日作成 

事業区分 経常研究（応用） 研究期間 平成２１年度～平成２４年度 評価区分 事後評価 

寒地型永年牧草を利用した省力的な栽培技術の確立 研究テーマ名 

 

（副題） 
（飼料費と労力低減のため冬～春に経年利用できる寒地型永年牧草栽培利用体系の確立）

主管の機関・科（研究室）名 研究代表者名 農林技術開発センター畜産研究部門・大家畜研究室  

丸田俊治 

＜県総合計画等での位置づけ＞ 
長崎県総合計画 政策４ 力強く豊かな農林水産業を育てる 

 （２）業として成り立つ農林業の所得の確保 

科学技術振興ビジョン 第３章．長崎県の科学技術振興の基本的な考え方と推進方策 

２－１．産業の基盤を支える施策 
（１）力強く豊かな農林水産業を育てるための、農林水産物の安定生産
と付加価値向上 

ながさき農林業・農山村活性化計
画 

農林業を継承できる経営体の増大 

Ⅰ－２ 業として成り立つ所得の確保 
 生産コストの低減による農林業者の所得向上 

１ 研究の概要(100文字) 

現在冬～春に利用されている飼料作物は、毎年秋に播種、耕耘が必要な単年牧草のみで、労力とコストがか

かることから、経年的に栽培でき、条件不利地でも効率的に栽培できる寒地型永年牧草の栽培利用体系を確

立する。 

研究項目 
①越夏性があり収量性の高い寒地型永年牧草の選定と栽培利用体系の検討 

②現地における越夏性の検討 

２ 研究の必要性 

１） 社会的・経済的背景及びニーズ 

・輸入飼料価格の高止まりによる飼料コストの増加と、消費低迷による枝肉価格の下落が肉用牛経営を圧迫

しており、生産コストの低減は緊急の課題である。特に肉用牛繁殖経営においては、自給飼料生産の拡大

は飼料費低減の最も重要な方策である。 

・また、本県では耕作放棄地の解消と有効利用を重要課題と位置づけ、平成２６年度までに２，１２５ｈａの解

消を目標としており、このうち８００ｈａを放牧により解消することを目標として推進を図っている。 

・夏～秋利用の飼料作物は単年牧草と永年牧草の利用という、目的や土地条件に応じた栽培利用が確立さ

れつつある。 

・しかしながら、冬～春利用の飼料作物は単年牧草のみで、毎年秋に播種、耕耘する必要があるなど労力や

コストがかかる。また栽培利用についても作業用機械が入りやすい土地での利用が中心となっている。 

・そのため冬～春にかけて経年的に栽培でき、条件不利地域でも効率的に栽培できる寒地型永年牧草の利

用体系を望む声がある。 

２） 国、他県、市町、民間での実施の状況または実施の可能性 

・九州北部地域では、寒地型永年牧草は従来から高標高地での利用にとどまっており、低～中標高地では利

用されていない。 

・近年、越夏性の高い寒地型永年牧草の新品種が開発されており、利用できる可能性が高い。 

３ 効率性（研究項目と内容・方法） 

研究 

項目 
研究内容・方法 活動指標  

Ｈ
21

Ｈ
22

Ｈ 
23 

Ｈ 
24 

Ｈ 
25 

単位 

目標 ３ ３ ２ ２ 
１）越夏性と収量性の検討 調査草種（品種）数 

実績 ３ ３ ３ ３ 

草 種

(品種) 

目標  １ ２ １ 
① 

２）栽培利用体系の検討 調査体系数 
実績 １ ２ ２ ２ 

体 系 

目標   ３ ３ 
② 

現地における越夏性、収量性
の調査 

現地試験箇所数 
実績  ５ ５ ２ 

 

箇所 
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１） 参加研究機関等の役割分担 

・畜産研究部門で圃場試験を実施し寒地型永年牧草の選定を行い、さらに草種（品種）の特性に応じた利用体

系の検討をおこなう。 

・現地試験にあたっては、畜産研究部門、振興局、農協、肉用牛繁殖農家の間で連携し、現地における越夏性

や収量性の調査を行う。 

２） 予算 
 

財源 
研究予算 

（千円） 

計 

（千円） 

人件費 

（千円） 
研究費 

（千円） 国庫 県債 その他 一財 

全体予算 ２９，９４５ ２１，５００ ８，４４５ ０ ０ ８７０ ６，９３０

２１年度 ７，２００ ５，４００ １，８００ ０ ０ ０ １，８００

２２年度 ７，３００ ５，３００ ２，０００ ０ ０ ２９０ １，７１０

２３年度 ７，４００ ５，４００ ２，０００ ０ ０ ２９０ １，７１０

２４年度 ８，０４５ ５，４００ ２，６４５ ０ ０ １，０９０ １，５５５

（研究開発の途中で見直した事項） 

４ 有効性 

研究 

項目 
成果指標 目標 

実

績

Ｈ

21

Ｈ

22

Ｈ

23

Ｈ

24

Ｈ

25
得られる成果の補足説明等 

①

② 

本県の気候条件下で越夏

できる草種（品種）の選定

と、特性にあった利用体系

の確立 

１     １  

越夏性があり、イタリアンライグラス並

の収量性を持つ草種（品種）を選定し、

採草利用、放牧利用などの栽培利用を

体系化する。 

１）従来技術・先行技術と比較した新規性、優位性 

・九州北部地域の低～中標高地での寒地型永年牧草の生育性や利用に関する報告はなく、草種（品種）の

選定や利用体系を明らかにすることは新規性が高い。 
・各農家の条件や目的にあった利用が可能となり、夏～秋利用の飼料作物と組み合わせた本県独自の利

用体系が確立できる。 
２）成果の普及 

■研究の成果 

１）草種の選定 

トールフェスク、オーチャードグラス及びリードカナリーグラスの３草種の栽培試験を実施したところ、経

年利用するための指標となる越夏率、乾物収量及び栄養価は、トールフェスクが最も優れていた。また、

現地試験においてもトールフェスクが永続性に優れていた。 

２）大型農業機械を利用した採草利用の検討 

   畜産研究部門内圃場では、３草種ともに２ヵ年良好な乾物収量が得られ、サイレージ、乾草調製後の品

質は良好であった。一方、現地試験においては、春時期の最終刈取りの遅れと天候不順のため乾草調製

に日数を要したことにより、３草種とも株が枯死し、越夏性が著しく低下したため、採草利用体系において

は課題が残された。 

３）放牧利用の検討 

牧養力はトールフェスク＞オーチャードグラス＞リードカナリーグラスの順で、暖地型永年牧草と組み合

わせることで放牧期間の延長が可能であることを明らかにした。放牧期間中、牛の健康状態は良好な状態

を維持した。 
■研究成果の社会・経済への還元シナリオ 

H25.3 月に技術者向けに「寒地型永年牧草栽培マニュアル」90 部と農家向け資料を作成し、県の関係機関
に配布している。今後は、このマニュアルをもとに各関係機関と連携を取りながら寒地型永年牧草の周知と

農家への普及を図る。今回の研究の成果から、造成４年目も高い越夏率（88.4%）を維持し、高い放牧適性お

よび収量性が得られたトールフェスク「ウシブエ」を放牧向けの県奨励品種に採用した。 
■研究成果による社会・経済への波及効果の見込み 

１）草地を経年利用できることによる経費削減効果  4,366円/10a・年 

２）放牧期間延長による労働時間削減効果      28,382円/10a・年  ①+②＝32,748円/10a・年 

３）放牧拡大目標面積800haの10%に作付けした場合の効果額  32,748円/10a・年×80ha=26,198千円/年 

 

（研究開発の途中で見直した事項） 
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（様式2）                       研究評価の概要 

種

類 
自己評価 研究評価委員会 

（２０年度） 

評価結果 

(総合評価段階：S) 

（２０年度） 

評価結果 

(総合評価段階：Ａ) 

・必 要 性：S 

夏～秋利用の飼料作物については目的や土地条

件に応じた栽培利用が確立されつつあるが、冬～春

利用の飼料作物についても、現在の単年牧草に限ら

れた利用に新たに寒地型永年牧草の栽培利用を加え

ることで、経営における飼料自給率の向上による低コ

スト化や省力化が期待され、経営改善に必要である。

 

・必 要 性：Ａ 

低標高西南暖地において暖地型牧草による飼料作

付けを補完する技術であり、自給飼料増産の面から

重要と考える。 

 

・効 率 性：S 

草種（品種）の選定に向けては、効率的に生育特性

を明らかにするため、現地試験と併せ経年的に比較

調査をおこなう。また選定に加えて草種（品種）に適し

た利用体系についても検討する。 

 

・効 率 性：Ａ 

現地の実証試験と並行して行うなど、効率的な試験計

画が立てられている 

・有 効 性：S 

九州北部地域の低～中標高地での寒地型永年牧

草の生育性や利用に関する報告はなく、草種（品種）

の選定や利用体系を明らかにすることは新規性が高

い。 

また、寒地型永年牧草の栽培技術を確立すること

で、農家の条件や目的にあった利用が可能となり、夏

～秋利用の飼料作物と組み合わせた本県独自の利

用体系が確立できる。 

 

・有 効 性：Ａ 

条件不利ほ場を利用するのであれば採草より放牧が

有利と思われる。多様な利用形態を想定した試験の

実施が必要である。 

 

 

 

事 

 

前 

・総合評価：S 

 多年生の寒地型牧草のメリットを活用することによ

り、労力の低減や低コスト化が可能となり、土地条件

にあった栽培利用体系を確立することで、条件不利地

域での有効活用による飼料自給率の向上が期待でき

ることから積極的に推進すべきである。 

・総合評価：A 

 飼料作物作付けにより、ほ場の利用場面を増やそう

という試みは理解できるが、一方で大きな面積の耕作

放棄地が放置されている。行政部署とも連携しながら

飼料自給率の向上に取り組んでもらいたい。 

 対応 

 

対応 

 農家の条件や目的にあった利用が可能となるよう

に、採草利用や放牧利用など草種（品種）に適した利

用体系について試験を実施し、また行政部署とも連携

しながら飼料自給率向上の推進に努めます。 
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（２３年度） 

評価結果 

(総合評価段階：Ａ) 

（２３年度） 

評価結果 

(総合評価段階：Ａ) 

・必 要 性 S 

夏～秋利用の飼料作物については目的や土地条件

に応じた栽培利用が確立されつつあるが、冬～春利

用の飼料作物についても、現在の単年牧草に限られ

た利用に新たに寒地型永年牧草の栽培利用を加える

ことで、経営における飼料自給率の向上による低コス

ト化や省力化が期待されることから、依然として経営

改善に必要である。 

・必 要 性  S 

 同左 

・効 率 性 Ａ 

 越夏性および収量性、栽培利用体系の検討につい

ては、複数年高い収量性を持ち、放牧利用できること

を明らかにするなど計画どおりに進捗している。ま

た、現地における課題を早期に把握するため、１年前

倒しで、計画を上回る５箇所において現地試験を開始

しており、当初計画以上に進捗している。 

 

・効 率 性  Ａ 

 同左 

・有 効 性 A 

九州北部地域の低～中標高地において、複数年高

い収量性を持ち、また放牧利用できることを明らかに

したことは新規性が高い。また、放牧の拡大と耕作放

棄地の有効利用は、本県においてますます重要な課

題となっており、農家の条件や目的にあった栽培利用

体系を確立することはこれらの課題の解決に有効で

ある。 

 

・有 効 性 A 

 同左 

 

 

途 

 

中 

・総合評価 Ａ 

 ２年間の利用において高い越夏性と収量性をもち、

また条件不利ほ場の利用において、暖地型牧草を補

完する放牧利用が可能であることを明らかすることが

できた。今後さらに農家の条件や目的にあった利用が

可能となるよう、採草利用に関する特性について明ら

かにするとともに、現地試験による速やかな普及推進

を図っていく。 

・総合評価 Ａ 

 同左 

 対応 

 

対応 

 

 

事 

 

後 

 

（２５年度） 

評価結果 

(総合評価段階：Ａ) 

・必 要 性 Ｓ 

 夏～秋利用の飼料作物については目的や土地条件

に応じた栽培利用が確立されつつあるが、冬～春利

用の飼料作物についても、現在の単年牧草に限られ

た利用に新たに寒地型永年牧草の栽培利用を加える

（２５年度） 

評価結果 

(総合評価段階：Ａ) 

・必 要 性S 

 飼料費の高騰が肉用牛経営を圧迫しており、自給飼

料増産に寄与する省力的な永年牧草の栽培技術は必

要性の高い研究であった。 
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ことで、経営における飼料自給率の向上による低コス

ト化や省力化が期待されることから、依然として経営

改善に必要である。 

 

・効 率 性 Ａ 

 越夏性および収量性、栽培利用体系の検討につい

ては、複数年高い収量性を持ち、放牧利用できること

を明らかにするなど計画どおりに進捗した。また、現

地における課題を早期に把握するため、１年前倒し

で、現地試験を開始し、現地における栽培・利用特性

の把握に努めた。 

 

・効 率 性A 

 複数年にわたる永年牧草の試験を現地の協力を得

て実施し、県内に適合した品種トールフェスク「ウシブ

エ」を選定した点は評価できる。 

 

・有 効 性 Ａ 

トールフェスク草地は九州北部地域の低～中標高地

において、複数年高い収量性を持ち、また放牧利用で

きることを明らかにしたことは新規性が高い。また、放

牧の拡大と耕作放棄地の有効利用は、本県において

ますます重要な課題となっており、農家の条件や目的

にあった栽培利用体系を確立することはこれらの課題

の解決に有効である。 

 

・有 効 性A 

耕作放棄地の有効活用の点からも放牧に適した寒

地型永年牧草の意義は大きい。今後、関係機関と協

力した実証展示を行い、県内での普及に期待したい。

 

・総合評価 Ａ 

４年間の栽培試験により、トールフェスク草地は高い

永続性と収量性をもち、暖地型牧草草地と組み合わせ

ることにより、放牧期間の延長が可能となることを明ら

かすることができた。今後さらに農家と圃場の条件や

目的にあった利用が可能となるよう、各機関と連携し、

普及推進を図る。 

 

 

・総合評価A 

長崎県に適した寒地型永年牧草トールフェスク「ウシ

ブエ」を奨励品種と選定しており、省力的で低コストな

通年放牧を可能にする技術開発であった。今後の普

及を期待したい。 

 対応 対応 

現地ではトールフェスク「ウシブエ」の実証展示が開始

されており、支援を行うとともに継続して普及推進を図

ります。 

 

 

 


